
気候変動を踏まえた「流域治水」への転換について
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○ 短時間強雨の発生頻度が直近30～40年間

で約1.4倍に拡大。

平均

174回

平均

251回

1976-1985年 2010-2019年

○ 国土の約3割が洪水や地震災害（震度被害）等の災害リスク地域であり、災害リスクにさらされ

る人口はおよそ7割。

我が国の脆弱な国土条件

※ 洪水、土砂災害、地震災害（震度被害）、津波災害

【災害リスク※にさらされる地域の面積と当該地域に居住する人口】

○ 氾濫危険水位を超過した河川数は、増加傾向。

気候変動による自然災害の頻発・激甚化

【短時間強雨（1時間降雨量50mm以上）の年間発生回数】

リスクエリア面積
（国土面積に対する割合）

リスクエリア内人口

（2015）
（全人口に対する割合）

リスクエリア内人口

（2050）
（全人口に対する割合）

約112,900㎢

（29.9%）

約8,556万人

（67.5%）

約7,134万人

（70.0%）

○ 四方を海で囲まれ、国土の中央を脊梁山脈が縦貫しており、河川が急勾配であるとともに、都市

部においてゼロメートル地帯が広域にわたり存在。

【江戸川・荒川・隅田川と市街地の標高の関係】

約1.4倍○ 例えば、三大都市圏の約404万人が「ゼロメートル地帯」に居住している状況。

○ 世界の大規模地震の約2割が我が国周辺で発生。

【氾濫危険水位を超過した河川数（国管理・都道府県管理）】

2014 2015 2016 2017 2018 2019

国管理

都道府県管理

83
159

455 474
403

368

（出典：国土審議会計画推進部会国土の長期展望専門委員会 第二回資料）

常願寺川

【我が国と諸外国の河川勾配比較】

安倍川

筑後川

信濃川

北上川

利根川

吉野川 セーヌ川

コロラド川

メコン川

ライン川

ロアール川

※ 首都直下地震、南海トラフ地震の発生確率は、それぞれ今後の30年以内で約70%

○ 令和元年東日本台風での広範囲にわたる記録的な大雨など、近年、毎年必ず大規模な自然災害が発生。

○ そもそも、我が国は、河川が急勾配で、ゼロメートル地帯に三大都市圏の約404万人が居住する等、世界的にもまれ

に見る脆弱な国土条件を有しており、自然災害リスクが極めて高い。

○ 氾濫危険水位を超過した河川数が近年5倍強となるなど、気候変動の影響が顕在化。

※ 令和元年東日本台風では、103もの地点で24時間降水量が
観測史上1位の値を更新。

気候変動の影響と脆弱な国土条件
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近年、毎年のように全国各地で自然災害が頻発

平成27年9月関東・東北豪雨 平成28年8月台風10号 平成29年7月九州北部豪雨

7月豪雨 台風第21号 北海道胆振東部地震

8月前線に伴う大雨

平成28年熊本地震
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雨の降り方の変化（全国の1時間降水量50mm以上の年間発生回数）

Å最近10年間（2009～2018年）の平均年間発生回数（約311回）は、統計期間の最初の10年
間（1976～1985 年）の平均年間発生回数（約226回）と比べて約1.4倍に増加しています。
Å2019年1月から10月までの1300地点あたりの発生回数は372回です。

1976～1985平均
約226回

2009～2018平均
約311回

2019.1～10

372回

β気象庁資料より引用 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html 4
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東北地整管内で氾濫危険水位を超過した回数

東北地整管内（洪水予報基準観測所 N=67観測所)

（回／年）

'90～'99

平均

1.8回/年

4.3回/ 年

1.8回/ 年

3.3回/ 年

'10～'19

平均

4.3回/年約2.4倍
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気候変動の影響と治水計画の見直しについて

○ 災害の発生状況やＩＰＣＣの評価等を踏まえれば、将来の気候変動はほぼ確実と考えられ、緩和
策と適応策とを車の両輪として進め、気候変動に対応する必要

○ 温暖化が進行した場合に、目標としている治水安全度を確保するためには、「過去の実績降雨に
基づくもの」から「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に計画の見直しが必要

気候変動シナリオ 降雨量 流量
洪水発生頻

度

２ϴ上昇相当β 約１．１倍 約１．２倍 約２倍

世界平均地上気温変化

（２ϴ上昇ケース）

（４ϴ上昇ケース）

₴

降雨量変化倍率をもとに算出した、
流量変化倍率と洪水発生頻度の変化

※ ２℃は、温室効果ガスの排出抑制対策（パリ協定）の目標とする気温
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○ 近年の水災害による甚大な被害を受け、施設能力を超過する洪水が発生するものへと
意識を改革し、氾濫に備える、「水防災意識社会」の再構築を進めてきた。

○ 今後、この取組をさらに一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化など
を踏まえ、あらゆる関係者が協働して流域全体で対応する「流域治水」へ転換。

「流域治水」への転換
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気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申（令和2年7月）より



ᵒ ὡᾍ ș ᾜǜǢȒǦȈǵᾍ

○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対
策、「流域治水」へ転換。

○ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含
めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ対策、②被害対象を減少させるための対
策、③被害の軽減・早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

「流域治水」の施策のイメージ
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集水域/氾濫域

治水ダムの再生集水域
利水ダムの活用
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二線堤整備

遊水地

氾濫域
氾濫域

─ꜞ☻◒ ─
ꜞ☻◒ ─
⁸ ꜞ☻◒ ╩
Ҝ ה

╩ ↄ ∆╢
─ ⁸

Ҝ ה ה

堤防強化

貯留施設整備

田んぼ等
高度利用

9

土砂・流木の補足

気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申（令和2年7月）より



総力戦で挑む防災・減災プロジェクト～いのちとくらしをまもる防災減災～

総力戦で挑む防災・減災プロジェクト 主要施策
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Ẍ

■河川対策

■流域対策
（集水域と氾濫域）

■ソフト対策
・水位計・監視カメラ設置、
マイ・タイムライン作成 等

₴ ֺ ′ ᾍꜘ
ל ᾍ （甚大な被害が発生した ７水系）

Ḣ 全国の1級水系において早急に
実施すべき事前防災対策を加速化）

気候変動を踏まえた河川整備計画等の見直し

ḱ ︣ ḱ ḱ
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ḭ ︣ קּ
2

ẑ ḭ 7

雨庭の整備（京都市）
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ḱ

♥ Ẏ ᴇXX₴
ֿ ὄЋ

ᶪ ᴇXX₴

ᾍ

ṕ Ṗ
１st

気候変動の影響を反映した
抜本的な治水対策を推進

・治水計画の見直し
・将来の降雨量増大に備えた対策

2nd

氾濫域
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全国7水系における「緊急治水対策プロジェクト」 全国の各河川で「流域治水プロジェクト」を公表

Ћᶮ ʝ ′ᾍ Ḣᾍ ᾍ Ḣ
Ћ̱ϑ ᶮ

̉ᴇϷ₴ ְ ְ 19ֵ Ẏ ὡ 7
ᶮ ⁸Ӣ ˹♥5 10₴ ὕ

ʝ̱ ל ᾍ

事業費 期間 主な対策メニュー

阿武隈川上流

阿武隈川下流

鳴瀬川 吉田川 約271億円
令和6年度

まで
【ハード対策】　河道掘削、堤防整備
【ソフト対策】　浸水想定地域からの移転・建替え等に対する支援　等

荒川 入間川 約338億円
令和6年度

まで
【ハード対策】　河道掘削、遊水地整備、堤防整備
【ソフト対策】　高台整備、広域避難計画の策定　等

那珂川 那珂川 約665億円
令和6年度

まで
【ハード対策】　河道掘削、遊水地整備、堤防整備
【ソフト対策】　霞堤等の保全・有効活用　等

久慈川 久慈川 約350億円
令和6年度

まで
【ハード対策】　河道掘削、堤防整備
【ソフト対策】　霞堤等の保全・有効活用　等

多摩川 多摩川 約191億円
令和6年度

まで
【ハード対策】　河道掘削、堰改築、堤防整備
【ソフト対策】　下水道樋管等のゲート自動化・遠隔操作化　等

信濃川

千曲川

合計 約5,424億円

水系名 河川名

信濃川

阿武隈川

緊急治水対策プロジェクト
（概ね５～１０年で行う緊急対策）

約1,840億円
令和10年度

まで

約1,768億円
令和9年度

まで

【ハード対策】　河道掘削、遊水地整備、堤防整備
【ソフト対策】
　支川に危機管理型水位計及びカメラの設置
　浸水リスクを考慮した立地適正化計画展開　等

【ハード対策】　河道掘削、遊水地整備、堤防整備
【ソフト対策】
　田んぼダムなどの雨水貯留機能確保
　マイ・タイムライン策定推進　等

′ Ḣ

高潮対策

遊水地整備

堤防整備

ダム再生

霞堤の保全

河道掘削
樹木伐採

■河川対策
・堤防整備、河道掘削
・ダム再生、遊水地整備 等

■ソフト対策
・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムラインの作成 等

■流域対策（集水域と氾濫域）
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・土地利用規制・誘導 等

♥ Ẏ ᴇXX₴

ֿ ὄЋ

河川区域・災害危険
区域等の指定

雨水貯留施設
の整備

排水施設の
整備

ᾍ

̉ᴇ2₴3 31 HPЏ

「流域治水プロジェクト 」 に基づく事前防災の加速

ᶪ ᴇXX₴

♥ Ẏ ᾍꜘ ᶮ ′ ᾍ ⱳ ר ҧ ὕ Кὦ
ὑ ʝ̱ ˗Ѽ қ

今後の水害対策の進め方（イメージ）

１st 2nd

気候変動を踏まえた
河川整備計画等の見直し

Ḣ

₴ ֺ ′
ᾍꜘ

ל ᾍ
（甚大な被害が発生した ７水系）

(全国の一級水系において早急に
実施すべき事前防災対策を加速化）

ΒẀҲ ӓ
ṥ ὡ ᶥ

ΒẀҲ ꜘḌ ὡᾍ

・治水計画を、「過去の降雨実績に
基づくもの」から、「気候変動による
降雨量の増加などを考慮したもの」
に見直し

・将来の降雨量の増大に備えた
抜本的な治水対策を推進

◆戦後最大洪水に対応する国管理河川の対策の必要性・効果・実施内容等をベース
に、夏頃までに関係者が実施する取組を地域で中間的にとりまとめ、
「流域治水プロジェクト」を令和２年度中に策定

◆河川・下水道管理者等による治水に加え、あらゆる関係者（国・都道府県・市町村・
企業・住民等）により流域全体で行う治水「流域治水」へ転換

◆気候変動による水災害リスクの増大に備えるためには、これまでの河川管理者等の
取組だけでなく、流域に関わる関係者が、主体的に取組む社会を構築することが必要

◆令和元年東日本台風で甚大な被害を受けた７水系の「緊急治水対策プロジェクト」
と同様に、全国の一級水系でも、流域全体で早急に実施すべき対策の全体像 「流域
治水プロジェクト」を示し、ハード・ソフト一体の事前防災対策を加速

課題

対応

12
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˹♥ ₴ ὕ ʝ̱ ל ᾍ

̉ᴇ ₴↓ ṥ ὡⱥ ѹ ⱥ

̽К נּ
■河川における対策

約5,424億円（国：4,302億円、県：1,122億円）
災害復旧 約1,509億円（国： 683億円、県： 826億円）
改良復旧 約3,915億円（国：3,619億円、県： 296億円）
※県の改良復旧事業等の新規事業採択により事業費が追加されました。
※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

信濃川水系緊急治水対策
プロジェクト 約1,768億円

■ハード対策
・河道掘削、遊水地、堤防整備

■ソフト対策
・田んぼダムなどの雨水貯留機能確保
・マイ・タイムライン策定推進 等

入間川流域緊急治水対策
プロジェクト 約338億円

■ハード対策
・河道掘削、遊水地、堤防整備

■ソフト対策
・高台整備、広域避難計画の策定 等

多摩川緊急治水対策
プロジェクト 約191億円

■ハード対策
・河道掘削、堰改築、堤防整備

■ソフト対策
・下水道樋管等のゲート自動化・遠隔操作化 等

吉田川・新たな水害に
強いまちづくりプロジェクト 約271億円

■ハード対策
・河道掘削、堤防整備

■ソフト対策
・浸水想定地域からの移転・建替え
等に対する支援 等

阿武隈川緊急治水対策
プロジェクト 約1,840億円

■ハード対策
・河道掘削、遊水地、堤防整備

■ソフト対策
・支川に危機管理型水位計及びカメラの設置
・浸水リスクを考慮した立地適正化計画展開 等

久慈川緊急治水対策
プロジェクト 約350億円

■ハード対策
・河道掘削、堤防整備

■ソフト対策
・霞堤等の保全・有効活用 等

越辺川右岸0k付近

千曲川左岸58k付近

多摩川右岸20k付近

久慈川左岸34k付近

吉田川左岸20k9付近

阿武隈川左岸98k6付近

（吉
田
川
）

（入
間
川
）

※今後の調査・検討等により追加・変更がある。

那珂川緊急治水対策
プロジェクト 約665億円

■ハード対策
・河道掘削、遊水地、堤防整備

■ソフト対策
・霞堤等の保全・有効活用 等

那珂川右岸28k6付近
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